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モ ン ゴ ル 仏教に お け る 「朝課」

嘉 木 揚 凱 朝

1． は じめ に

　モ ン ゴ ル の 仏教寺院 で は た い て い
， 毎朝 5 時30分か ら朝課が 行わ れ る 。

法会 に先 立 っ て ， 寺院の 若い 僧侶が 「悲願頌」， す なわ ち チ ベ ッ ト仏教 ゲ ル

ク派 の 開祖 ツ ォ ン カ バ 大 師 を讃 え る 宗 喀 巴大 師讃 （dmigs　brtse　ma ）を チ ベ ッ

ト語で
， 大 きな美 しい 声で 唱 え始め る 。

　　dmigs　med 　brtse　bahi　gter　chen 　spyan 　ras 　gzigs〃

　　dri　med 　mkhyen 　pahi　dbafi　po　hjam　pahi　dbyafi〃

　　bdud　dpufi　ma 　lus　hj　oms 　mdsad 　gsafi　bahi　bdag 〃

　　gafi　can 　mkhas 　pafi　gtsug　rgyan 　tsoh　kha　pa　1／

　　blo　bzah　grags　pahi　shabs 　la　gsol　ba　hdebs〃（1）

　　（無縁悲藏観 自在 ， 無 垢智 王微妙音， 伏魔無蜍秘密主 ， 雪嶺智厳宗喀巴 ，

　　善慧名称前祈祷 。 ）

　　
一

切平等 ， 慈悲 の 大蔵 で あ る観世音菩薩 ，

　　無垢 な る智慧を具足 した文殊菩薩，

　　
一

切 の 魔軍 を降伏 した秘密主 （金剛手 と もい う），

　　雪山チペ ッ トの 智慧で 荘厳 した ツ ォ ン カ バ
，

　　 ロ サ ン タ クパ の 足下 に帰依 い た します， と。

　 な ぜ モ ン ゴ ル の 仏教寺 院で ， 法会 に 先立 っ て
「悲願頌 」 が 唱 え られ る の

か 。 私 は， モ ン ゴ ル 仏教 の 大本 山で あ る 北京 雍和 宮 の 高僧 イ ェ シ ナ デ ム ダ

（Ye　Ses　nad 　med 　88歳）師 に 尋 ね た
。 尊 師に よ る と， 仏教徒 は

， 仏教 に 仏縁

を も っ たか らで あ り， 仏教 に帰依 した こ とは すべ て ， 上 師か ら導 い て 頂 い た
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か らで あ り，
こ うして 仏教徒に な る こ とが で き た と考えて い るか ら との こ と

で あ っ た 。 だ か らモ ン ゴル 仏教で は ， ツ ォ ン カバ 大 師の 恩徳 を記念 して ，法

会が始 まる 前に， 必 ず 「悲願頌 」 を唱 え る こ とに して い る の で あ る 。

　因み に 『開勝道 門誦』 （lam　mchog 　SgO 　hbyed　ces 　bya　ba　bshugS　SO ）に は
， 次

の よ うに 述べ て い る 。

　　Yon　tan　kUn　gyi　gshir　gyur　drin　can 　ile〃tshul　bshin　bsten　pa　lam　gyi　rtsa　baru〃

　　 1igs　par　mthoh 　nas 　hbad　pa　du　ma 　yis〃 gus　pa　chen 　pos　bsen　par　byin　gyis

　　 rlobs 〃（2）

　　（恩師是諸 功 徳本 ， 如理 奉行 即道 因 ；善 見精 進菩 薩行 ，
加 持願 令勤 奉

　　侍 。 ）

　　恩師 は諸 々 の 功徳の 本 で あ り，奉行す る理 法 が 仏道の 根本 に な り， 善見

　　に して 菩薩行 に精 進 し
， 大切 に信仰 し依頼 す る よ うに加 持 し奉 る 。

　僧侶が 毎朝 ， 全員が 揃 っ て 法会 に参加す る理 由は
， 第一 は

， 仏教の 伝統的

な修行法で あ る こ とで あ る 。 第二 は，
「朝暮不軌 猶良馬無纒 」

ω の よ うに 朝

は
，

一 日の 生 活 と仕事の 始 ま りで あ る 。 毎朝 ， 僧侶 は
， 仏典 を念誦す る こ と

に よ っ て
，

「依 法為師」， 仏教の 戒律で 自己を戒め るた め で あ る 。 そ の た め

に
， 釈尊 の 教 え で あ る 「行住 坐寝」 に よ っ て 生 活 と修 行 を 戒 め る こ とに あ

る 。 第三 は， 仏教 で説 い て い る 「僧」 は ， 団体 を指 して い る 。 四 名の 比丘 以

上 は 「僧 」 で あ る 。 だ か ら， 四 名 ， あ る い は ， 何十人 ， 何百人 の 僧侶に よ っ

て 執 り行わ れ る朝課の 法会 は ，法 力無辺 とな り，
一

切衆生 を救済す る無上 の

功 徳 とな る勤行 に な る の で あ る。 仏弟子で あ る僧侶 は， 多年 に わ た っ て 戒律

を守 り， 三 学 で あ る戒 ・定 ・慧に よ る修行 を積み 重ね た功徳が あ る 。 密教で

い え ば， 灌頂 ・伝承 した法 脈が あ り， 仏 ・菩薩， 本尊 に よ り加 持され た真言

が あ る 。 だ か ら
， 僧侶 に よ る法会 は殊勝 な功徳が あ る とす る 。

　信者が 仏教寺院を訪れ， 自分 と家族 ， 更 に
一

切衆生 の 「離苦得楽」 の た め

に ， 僧侶 に祈祷 と読経 を厳 修 して も ら うこ とは ， 実 に無量 な功 徳 に な る と考

え られ て い る 。

　また 『兜率天 上 師瑜伽法』 （dgah　ldan　lha　brg｝
・a 　ma 　bshugs　so ）に は ， 次 の
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よ うに 述べ て い る 。

　　Ses　byahi　khyon　kUn　hjal　bahi　blo　gros　thugs！！skal　bzafi　ma 　bahi　rgyan 　gyur

　　Iigs　bSad　gsung1！grags　pabi　dpal　gyis　lham　mer 　mdses 　palli　sku 〃 mthoh 　thos

　　tran　pa　don　Idan　la　phyag　htshal1！（
4）

　　（偏 量所 知 明慧 意 ， 賢士 耳厳 善説 語 ；名称赫耀瑞厳身 ， 見聞憶念 益敬

　　礼 。）

　　密教 の 上師 の
「心 」 は ，無 量 の 智慧 に 溢 れ て い る 。

「語 」 は ， 賢士 の 耳

　　で 荘厳 され た善語で あ る
。

「身 」 は
， 光 り輝 く瑞厳 の 身で あ り， 見 る こ

　　 と， 聞 くこ と ， 思 うこ とに よ る利益 を賜 わ る上 師に礼拝 し奉る 。

　だか ら，密教 に 説 く上師 の
「身 ， 語 ， 心 」 は

， 優れ た 功徳 を積ん で い る高

僧 の そ れ で あ るか ら ， 信者 は
， 仏縁が あ っ て

， 優 れ た僧侶 に よ る 法 会 を依頼

す る こ とが ， 娑婆世界 の 人 々 に と っ て 優れ た福徳に な る と考え られ て い る。

2 ． モ ン ゴル仏教寺院で
「朝課」 に用い る経文 と願文

　朝課 に 用 い る経 文 に は
，

『帰 依発心儀軌 』 （skyabs 　bgro　sems 　bsk！・ed 　bshugs

SO ）『兜率天 上師瑜伽法 』 （dgah　tdan　lha　brgya　ma 　bshttgS　SO ）『聖救度仏母二

十
一
種礼賛』 （rj

’
e　btSttn　lrphagas〃ma 　sgrol 　ma 　la　bstod　pa 　bshugs　so ）『白度母 賛』

（sGrol 　dkar　bstodpa）『般若波羅蜜多心経』 （わCO〃i　ldan　kdas　ma 　Ses　rab 　kyi　pha

rol 　tu　pJryin　pahi　sfiing　po　bshugs　so ） 『大 白傘盖』 （gdtigS　dkar　bsdu　ha）『釈迦

牟尼仏賛』 （skabs 　gsum 　pha 　bshttgs　so ）『普賢菩薩行願 品』 （Erpags　pa　bZan　po

spyodpabi 　smon 　lam　g｝
・i　rgyal 　po　bshugs　so ）（等五 大願）『阿弥 陀仏呪文』 （tShe

dpag〃med 　la　bstod　pa ） 『薬 師仏呪文 』 （Sal7s　rg ｝
，as 　sman 　blabi　gzufis）

『観世 音

六字真言』 （thugs　rコ
’
e 　chen 　pohi　gzttns）『供養護法文』 （mgon 　chOS 　lha　gsum 　gyi

gtor　kbul）『関 羽 賛文』 （gabn　loye　bsah　mchod ），

『祈 求運 気 亨 通神 香 供 養 』

（rlung 　rtahi　bsat）〃mchod 　ces　bya　ba　bshugs　so ）等が あ る
（5）

。

　 モ ン ゴ ル 仏教寺院で ， 寺院の 僧侶全 員が 朝課 に 参加 し勤行 す る 目的 は
，

「続仏慧命」 と言い ，釈尊の 教え を継承 し，

「以法為師」 の 教 えに よる法会 を

営 む こ とで あ る 。 だ か ら， 僧侶 は，
「学仏行仏」 の 方針を もち ，

一 切衆 生 を
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煩悩 か ら解脱 させ な ければ な らな い とい う ，

「慈悲喜捨」 の 大願大行 の 菩薩

行 を実行 して い る と考え られ る 。

　 モ ン ゴ ル の 地 で 信仰 され て い る仏教の 最大 の 特徴 は
， 僧侶 の 在 り様 に あ

る 。 モ ン ゴ ル で は ， 僧 侶 は仏 ・菩薩 の 再 来 とされ る 。 仏 ・菩薩 の 再 来 で あ

る僧侶 の 中に 上 師が あ り， 上 師の 中に活 仏が あ る。 上 師や 活仏 を含め た 僧

侶 に 篤 い 信仰 を 寄せ る の が
，

モ ン ゴ ル 仏 教 徒 で あ る。
モ ン ゴ ル 仏教 徒 は

四 衆弟子 か ら成 る 。 四 衆 とは モ ン ゴ ル 語 で は
， 比丘 の ア ヤ ガ ・タ ヒ リ ク

（ayaga 　takimlig）， 比丘 尼 の チバ ガ ン チ ャ （cibaganca ）， 男居 士 の ウル デ ィ
・

シ トゥ ゲ ン （eregtei　sitngen）， 女居士 の ウー ム ク デ ィ ・シ トゥ ゲ ン （emegtei

sitUgen ） とい う 。
こ う して 釈尊 と，釈尊 の 教 え と， 仏 ・菩薩 の 再 来 と して の

僧侶 とい う仏 ・法 ・僧が備わ っ た 。
モ ン ゴ ル 仏教で は

，
こ れ に 上師を加 え て

「上師 ・仏 ・法 ・僧」 とした の が 「四 宝」 で ある （6）
。 こ れ は

， チ ベ ッ ト仏教

以来 の 伝統 で あ る。

　 仏教 が モ ン ゴ ル の 地 に 伝来 した後， 寺院は ， 民衆 に とっ て 聖地 浄土 で あ る

と信 じ られ て きた 。 高僧た ち を 「仏 ・菩薩 」 の 再来 で あ る と信 じ ，
こ れ ら

の 高僧 を モ ン ゴ ル 語で ホ トク ト （Qugtu呼図克図） と尊称 して きたわ けで あ

る
（7｝

。
ホ トク トは ， 煩悩を断滅 して 浄果 に達 した聖者 をい う。

こ れ らの ホ ト

ク トに 帰依 し， 祈念す れ ば， 今生 で は無事 に 月 日を 送 り， 幸せ に 生 活す る こ

とが で きる とされ る 。 死 後 は ， 生死 流 転 の世界 を離脱 し，聖 な る仏国 ・極楽

浄土 な ど に往生 す る こ とが で き る とモ ン ゴ ル 人は 確 信 して い る。 と りわ け ，

一 般の モ ン ゴ ル 人 は
， 自分 た ちは 日常生活の 中で ， 知 らな い 問 に 多 くの 罪悪

を 造 っ て い る。 従 っ て
， そ の 罪 悪 を浄 化 す る た め に 浄土 で あ る寺 院を 訪 れ ，

僧侶 に懺 悔 の 儀 式 を願 い
， ま た ， 自分た ち の 家 に 僧 侶 を招 い て 読 経 して も

らっ た りす る。 民衆 が ， 僧侶 に依頼 して 経典を読誦 して もら う理 由は
， 上述

した よ うに モ ン ゴ ル 仏教 で は ， 僧侶が ，釈尊に代 わ っ て釈 尊が 説 い た 教 えを

民衆 に 読誦す る こ とに あ る
。 民 衆は

， 日常生活の 中で
， 知 りなが ら， あるい

は
， 知 らない 問 に い ろ い ろな罪悪 を造 っ て い るか ら， 修行を達成 して ．い る僧

侶 に よ っ て 法要 を行 な っ て も らえぱ， 必 ずそ の 罪悪 を浄化 す る こ とが で きる
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と確信 して い る
。 もし ， 僧侶に こ の よ うな役割 りがで きな けれ ば 民衆は わ

ざわ ざ聖 地浄土 で あ る とされ る仏教 寺院 を訪 れ， 僧侶 に 「ご祈 祷の 法 会 」 と

「
懺悔の 儀式」 な どを依頼す る必要 が な い もの と考 え られ る

。 僧侶 は
， 民衆

の 願い を叶え る責務が あ り，
こ うしない と釈尊 の 弟子 に はな り得ない

（8）
。

　上 述 の 考 え た こ とは
， 教義 仏教 （Doctrinal　Buddhism ）で は な く， 民衆仏

教 （Popular　Buddhism 庶民仏教）を も っ て ，
つ ま り信仰仏教の 立 場か ら考え

た
。

一 般 の 民衆は ， 折角得た人身を活か して 永遠 に 家族や親類 と
一
緒に 生活

を送 りた い とい う民衆仏教 （9）の 思想 が， モ ン ゴ ル 仏教徒 の 日常生 活 に生 きて

い る 。

一
般の 民衆に と っ て は

， 教 義仏教 よ り民衆仏教の 方 が 馴染み 易い もの

で あ る 。 言い 換えれ ば ， 民衆仏教 は
，

っ ま り信仰仏教 とい うこ とで あるか ら

で あ る 。

一
般 の 民 衆 に とっ て 仏教 の 教 義が どの よ うで あ っ て も， 関心 を も っ

て い る とは 限 らな い
。 民衆が

， 関心 を も っ て い る の は，信仰の 面で あ る 。 民

衆 は s 仏教の 教義な どを深 く理解 しよ う とは考え て い ない
。 民衆は ， 仏教を

信 じる だ けで 満足 して い る 人 が多 い
。

　モ ン ゴ ル 仏教 の 重要な修行法の
一

つ の 特徴 は
， 母 な る

一
切衆生 を聖 な る幸

福 田で ある と考 え る とこ ろに あ る 。

一 切衆生 を 自分の 今生 の 父 母 ， 兄弟， 姉

妹 で あ る よ うに愛 し
， 助 け合 わ な けれ ば な らない と考 えて い る 。

こ うす る こ

とに よ っ て
， 成仏 の 条件の

一
っ で あ る 「福徳資糧」 を得る修行 の 重要な機会

に な る と信 じて い る 。

　 こ うい う意 味か ら， モ ン ゴ ル の 地 の 母親 に と っ て は
， 自分 の 子が 僧 に な る

こ とは，
「金 の 塔 」 （altan 　suburga ） を造 る こ と と同等 で ある と され る

。 僧 に

な っ た子 が， 母な る
一 切衆生 に 利益す る こ とは ，母親 の 最高の 光栄で ある と

され て い る 。

　『釈迦牟尼仏賛』 （skabs 　gsum 　pha 　bshugs　so ）に は ，

　　ston 　pa　bjig　rten　khams　su 　byon　pa　dab／1　bstan　pa　fii　hod　Sin　tu　gsal　ba　daihf／

　　bstan　dsin　bu　slon 　Sin　tu　mthun 　pa　yi〃 bstan　pa　yun　ri血 gnas　pahi　bkra　Sis

　　Sog11（lo）

　　（
一

切 諸 仏 興於 世 ，
聖 教 顕 明 如 日光 ；持教 相和 如 兄弟 ， 願施正 教恒吉
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　　祥 。 ）

　　一 切 の諸 々 の 仏 は 世 を興 し， 聖 な る教 えは 日光の 如 く明 らか で あ り，仏

　　教 に 帰依 して い る人 は相和 し
， 兄弟の 如 くで あ り，

正 しい 教 え は 常に 吉

　　祥 で ある こ とを願 う。

と記述 して い る。

　諸仏 ・諸菩薩は
， それ ぞ れ の

「
本願」 と

「
誓願」 を立て て い る 。 人々 を救

済 し， 人 々 を護 り， 人 々 の 願 い を 円満 させ て い る。 衆生 は い ろい ろで
， そ れ

ぞ れ に そ れ ぞ れ の 願 い が あ るか ら， モ ン ゴ ル 仏教 寺院で 仏教 の
「対機説 法」

の 方便 に よ り，
つ ま り， 病気 の 原因 に よ っ て 治療 す る方法 を い ろ い ろ変 え て

人々 の 願 い に合 わせ て 法会 を執 り行 っ て い る 。

　
『帰依発心儀軌』 （skyabs 　hgro　sems 　bslyed　bshugs　so ）に は

，

　　Sahs　rgyas 　chos 　dah　dshogs　gyi　mchog 　rnams 　la／／byah　chub 　bar　du　bdag　ni

　　 sgyabs 　su 　mchi ！／bdag　gis　sbyin 　sogs 　bgyis　pa　hdi　dag　gis〃hgro　la　phan　phyir

　　sahs 　rgyas 　hgrub　par　Co9〃〔tl）

　　（諸仏 妙法 衆 中尊
，

乃 至 菩提 我 帰依 ；我 行 施 等 諸善 根 ， 為 利 有 情願 成

　　仏 。 ）

　　諸仏，妙 法 ，僧侶 た ち に ， 私 は悟 り （菩提 ）まで帰 依 し， 私 が行 っ た施

　　［布施， 持戒 ， 忍 辱 ， 精進 禅定 ， 智慧 の 六 度］な どを も っ て ， 生 け る

　　 もの すべ て の 利益 の た め に
， 成仏 を願い 奉 る。

と記述 して い る。

　 こ こ で は
，

三 宝帰依 と発菩提 心を すす め て い る 。 こ れ は
， 仏教徒の 基本的

な 修行 の 心構 え で あ る 。 顕教 だ けで な く密教 で も
， 仏教 に 帰依 した 仏教徒

は
， 必 ず念誦 しな けれ ばな らない 。 密教で は

，
三 帰依 の 上 に 上 師に も帰依 し

な けれ ばな らない
。 そ れ は

， 密教 で は ，
「仏 ・法 ・僧 」 が あ っ て も，上 師が ，

三 宝 の 素晴 ら しい 功 徳 と法 に よ る解脱の 道 な どを詳 し く教 え て くれ な い と，

恐 ら く人々 が ， 仏縁 に 繋が る こ とが な い と，
モ ン ゴ ル 仏教で は考えて い る 。

　
『帰依発心儀軌』 （stvabs 　hgro　sems 　bskyed　bshugs　so ） に は さ らに

，

　　Sems　can 　thams 　cad 　bde　ba　dafi　bde　bahi　rgyu 　dafi　ldan　par　gyur　cig／sems 　can
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　　thams　cad 　sdug 　bshal　dang　sdug 　bs血al　gyi　rgyu 　dah　bral　bar　gyur　cig ／sems

　　can 　thams 　cad 　sdug 　bshal　med 　pahi　bde　ba　dah　mi 　hbral　bar　gyur　cig1 　sems 　can

　　thams　cad 　fie　rih　chags 　sdah 　gfiis　dah　bral　bahi　bta血 sfioms 　la　gnas　par　gyur

　　cigl（12）

　　（願諸有情具足安楽及 安楽因，願 諸有情永離苦悩及 苦悩 因 ；願諸 有情永

　　不 離失無苦 之楽 ， 願諸有情遠離愛悪親疏住平等捨。 ）

　　諸 々 の 生 け る もの は
， 安 楽及 び安楽 の 因 を具足 す る こ とを願 い （発慈

　　心 ）， 諸々 の 生 け る もの は
， 苦悩 及 び苦悩 の 因か ら永遠 に 離 れ る こ とを

　　願 い （発 悲心 ）， 諸々 の 生 け る もの は
， 永遠に 無苦の 楽か ら離れ 失 な う

　　こ とが な い こ とを願 い （発喜 心）， 諸 々 の 生 け る もの は ， 愛悪親疏 を遠

　　離 し， 平等に住 す る こ とを願 い 奉 る （発捨心 ）。

と四 無量心 を記述 して い る 。

　『般若 波羅 蜜多心 経 』 （bCom 　ldan　hdas　ma 　Ses　rab 　kyi　pha 　rol 　tu　phyin　paki

sfiingpo 　bshugs　so ）に は
，

　　De　lta　bas　na 　bden　par　Ses　par　byas　te！Ses　rab 　kyi　pha　rol　tu　phyin　pahi　snags ／

　　rig　pa　chen 　pohi　snags ！bla　na 　rned 　med 　pabi　snags ！mi 　mfiam 　pa　dafi　mfiam

　　pabi　snags ！sdug 　bsnal　thams 　cad 　rab 　tU　shi 　bar　byed　pahi　snags1 　rni　brdsun　pas

　　na 　bden　pa　Ses　par　bya　ste〃
（13＞

　　（故 説般若波 羅蜜 多呪 是 大 神呪， 是 大 明 呪 ， 是 無上 呪， 是無 等等呪 ，

　　能除
一

切 苦呪，真実不虚」。 ）

で あ る と述べ る 。 また

　　bdag　cag 　dpon　slob 　yon 皿 ehod 　hkhor　dah　bcas　pa　mams 　kyi　dam 　pahi　chos

　　zab 　mo 　grub　pa　la　bar　du　bcad　pahi　bgegs　da血 mi 　mthun 　pahi　phyogs　thams

　　 cad 　hphags　pa　dkon 　mchog 　gsum　gyi　bkab　bden　pahi　stobs 　kyis　phyr　zlog 　par

　　gyur　cig1 　med 　par　gyur　cig1 　shi　bar　gyur　cig1　rab 　tu　shi　bar　gyur　cig ！　dgra　thams

　　 cad 　byams　pahi　sems 　dang　ldan　shih1 　bgegs　bar　chad 　thams 　cad 　Santing　kU　ru

　　ye　sbab 　lha／1　bgegs　rigs　stoh 　phrag　brgyad　cu 　shi 　ba　dafif　mi 　mthun 　gnod　pabi

　　bgegs　da血 bral　ba　dah〃mthun 　par　gyur　cig　phun　sum 　tshogs　gyur　pahi〃 bkra
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　　6is　des　kyah　defi　hdirbde　legs　Sog〃（14）

　　 （又云 ， 我等師徒施主及眷属修習甚深妙法 時 ， 中断障碍以及諸逆縁承 蒙

　　 三 宝之妙語真実力普令回遮之 ， 消除之 ， 息滅之 ， 悉皆息滅之 ；諸故転成

　　具足慈悲心 ， 障碍 中断悉 消除 ，

一 切成吉祥如意。 八 万 障類皆息滅 遠離

　　違碍之加 害， 成就 圓滿諸順縁 ， 以此吉祥現 呈瑞 。 ）

　　 私 た ち ， 師 も， 生徒 も， 施主 も， 及び眷属は ， 甚深な る妙法 を修 行す る

　　に 際 して
， 中断 と障碍及び諸々 の 逆縁を， 三宝の 聖な る妙語で あ る真実

　　力 に よっ て 普 ね くこ れ を断 ち
，

こ れ を消除 し，
こ れ を 息滅 し， こ れ を み

　　 な こ とご と く息滅 す る 。 諸々 の 悪人 も ， 慈 悲心 を具足 し回転 し ， すべ て

　　 の 障碍 と中断を消除 し，
一

切 は 吉祥如意 を 成ず る
。 八 万 の 障害は す べ て

　　息滅 し， 違碍 に よ る加 害 を遠離 し，諸 々 の 順縁 を成就 し ，
こ れ を も っ て

　　吉祥は 善楽に な る こ とを願 い 奉 る 。

と記 して い る 。

　
『聖 救 度 仏 母 二 十

一
種 礼 賛 』 （η

厂
θ 伽 聊 勿 加 gα5 〃ia　sgrol 　ma 　la　bstod　pa

bshugs　so ）に は
，

　　Lha　mo 　la　gus　yah　dag　ldan　pas！／　blo　lan　ga血　gis　rab 　dafi　bijod　de！／　srod 　dafi　tho

　　rah 　lahs　par　byas　nas ／！　tran　pas　mi 　hjigs　thams 　cad 　rab 　ster11　sdig 　pa　thams 　cad

　　rab 　tU　shi　bas11　nan 　hgro　thams 　cad 　hjoms　pa　fiid　hthong〃rgyal 　ba　bye　ba　phrag

　　bdun　mams 　kyis1！bu　hdod　pas　ni　bu　thob　hgyur　shi11　nor 　bdod　pas　ni　nor 　rnams

　　fiid　thob！！bdod　pa　thams 　cad 　thob　par　hgyur　1a1！hgegs　rnams 　med 　cing 　so　sor

　　bj。ms 　bgyur〃（15）

　　（救度尊処誠信礼 ， 是故賛嘆根本呪 ， 毎晨早起夕時礼 ， 憶念施諸勝無畏 ，

　　
一

切罪業尽 消除 悉能超越諸悪趣 ， 此 等速 能 得聡 慧 。 欲乞 男女得 男女 ，

　　求財宝位獲富饒 ， 善能 圓滿随意願 ，

一 切 障碍不能侵。 ）

と記述 して い る 。

　上の 『礼賛』 で は， 修行者で あ る僧侶 は毎朝毎晩 こ の 『礼賛』 を念誦 した

功徳 に よ っ て
， 夕 一 ラ ー菩薩 （Thra）に何 を伝 え る こ とが で き ， タ ー ラー 菩

薩 は
， 本願 に よ っ て ， 人 々 の 願 い に応 じて

，

「有求必応」 の 救済の 菩薩行で
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来迎 し ，

「随時随地」 に 願 う人 を助 け て くれ る とされ て い る 。
モ ン ゴ ル 地域

とチベ ッ ト地域で は
， 夕一 ラー 菩薩は ， 人々 の 日常生活の た め に ， 大 き く役

割を果た して い る と深 く信仰 され て い る 。 日本仏教で は， み な 『般若 心経』

を暗記 して い る よ うに
， 浄土真 宗で い えぼ

， 門徒は み な 『正信偈』 を暗記 し

て ， 念誦 して い る よ うに， 多 くの チ ベ ッ トの 仏教徒 は ， 毎 朝毎 晩 『聖 救度仏

母 二 十
一

種礼賛』 を念誦 して い る。
一般 の モ ン ゴ ル の 仏教徒は ， チ ベ ッ ト語

が 理解で きな い た め
，

わ ざわ ざ仏教寺院を訪ね た り， あ る い は僧侶を 自分た

ちの 家 に招 い て 『聖救度仏母二 十
一

種礼賛』 を念誦 して も ら っ た りす る。

3 ． おわ りに

　釈尊 の 教 え は
，

「浩如煙 海 ， 博大 精深」 で あ る と され る 。 だ か ら ，

一 切衆

生 を煩悩か ら解脱 に 導 く道 も ， 八 万 四千の 法門が あ る とされ る 。 しか し
， 仏

教 の 根本の教 え は 「縁起 の 理法」 で あ る 。 そ して 釈尊 は ， そ れぞれの 衆生 に

そ の 能力に応 じて 「対機説法」 す る とされ ， す な わ ち応病与薬せ られ た 。 こ

の よ うに 方便 を もっ て ， 衆生 を救済 して きた こ とは周知 の 通 りで あ る
。 山川

草木あ らゆ る もの は
， すべ て 因縁 の 関係 に あ る 。 仏教は ，

「此有則彼 有 ， 此

生則彼生 ；此無則彼無 ， 此滅則 彼滅 。 」
（［6）と縁起 の 真理 を説 い て い る 。 人 に

対 して も， あ る い は ，衆生 に対 して も ， 仏教 との 出会 い は ， 仏縁 に よ る もの

で あ る 。 仏教徒は ， 念仏に して も， 坐禅 に して も ， 真言を念 じ る に して も，

どれ で もが 仏縁 に よ る もの と され る 。 っ ま り， あ る人 は禅 宗 に 仏縁 が あ り，

あ る人 は 浄 土 宗 や 浄土 真宗や 真言宗 に仏縁が あ る とい う こ とに な る 。
モ ン ゴ

ル 仏教で は チベ ッ ト仏教 と同 じ く
， 密教 に 仏縁が ある人 は

，

一 生優れ た福徳

に 溢れ， 幸せ な人 に な る と考え て い る 。

　モ ン ゴ ル 仏教寺 院で は， 僧侶 は朝課 で 次 の
「願文 」 を 用 い て い る。

　　Bdag 　gi　bsam　pahi　stobs 　dafi　ni1！de　bshin　gSegs　pahi　byin　stobs 　dafi／／　chos 　kyi

　　dbyihs　kyi　stobs 　mams 　kyis！1　don　m   s　gaft　dag　bsam　pa　kun〃 de　dag　thams

　　cad 　ci　rigs　par〃 thogs　pa　med 　par　hbyuh　gyur　cig 〃（17）

　　（我 （衆 生 ）之所 求誠実力 ， 如 来加 持 悲 願 力 ；法界 同体 大悲力 ， 所求一
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　　切諸利益 種 々
一

切 諸善業， 無碍無障自然成 。 ）

　　私 （衆生 ）の 求 め る誓願 力 は， 如来の 悲願力に よ る加持 と， 法界 と同体

　　の大 悲力 に よ っ て
， 求 め る諸 々 の

一切 の 利益 と
， 種 々 の

一
切 の 諸々 の 善

　　業 とが
， 無碍無障に 自然 に成就 します よ うに 。

と記述 して い る 。

　『
華厳経』 も

，

「信為道 元功 徳母 ，増長
一切諸善法 。 」

（19）

　　信 は 道の 元 に して 功徳の 母で あ り，
一切 の 諸々 の 善法 を増長 す 。

と述 べ て い る 。

　従 っ て ，仏教徒は ， あ るい は 一切衆生 は
， 幼児が 自分の 母親 を信 じ依存す

る よ うに
， 上 師 仏 ， 法 僧を信 じ依存す れ ば

， 仏 ・菩薩 は
，

大 慈 ・大 悲 を

も っ て 衆生 に 幸せ を与 え る はずで あ る。 仏 ・ 菩薩の 大慈 ・ 大悲 の 力は 無限で

あ る か ら ， 仏縁 が あ る衆生 の
一切 の 祈願す る 善業 を達 成す る こ とが で き る だ

けで な く， 成仏す るま で助 け て くれ る もの と考 え られ て い る 。

　『釈迦 牟尼 仏賛』 （skabs 　9Sitm　pha 　bshugs　so ）に は ，

　　de　bshin　gSegs　pha　khyed　skU 　ci　hdra　dan／1　hkhor　dafi　sku 　tshihi　tshad　dafi　shifi

　　khams 　datY！　khyed　kyi　mtshan 　mchog 　bzafi　bo　ci　hdra　ba11　de　hdra　kho　nar 　bdag

　　sogs 　hgyur　bar　Sog！khycd　la　bstod　cih　gsol　ba　btab　pabi　mthus 〃bdag　sogs　ga血

　　du　gnas　pahi　sa　phyogs　der〃nad 　da血dbul　phongs　hthab　trsod　shi 　ba　dah／／chos

　　da血　bkra　Sis　hphel　bar　mdsad 　dug　sol 〃（19）

　　（如来体微妙云 何，及於眷属共 寿量 ；境界及於号云何 ， 願我等皆 亦復然 。

　　賛祝釈尊微 善力， 我等随方 所 在処 ：病魔貧争尽 消除 ， 法祥増長祈 皆賜 。 ）

　　如来の 聖 な る体 の よ うに
， 私 た ち衆生 の 寿量 も， 如来 の よ うに な る こ と

　　を願 い 奉 る 。 釈尊 を称賛す る善力を も っ て ， 私たち は 所在 す る
一

切 の 場

　　所，
一

切 の 病 魔 と貧乏 と争 い は 消除 され ， 法 に よ る吉祥 を 増長 し賜 う こ

　　 とを祈 り奉 る 。

と記 して い る 。

　モ ン ゴ ル 仏教の 僧侶の 考 えで は
，

一
人

一 人 が 世 の 中に 生 ま れ て 来た使命が

違 うの で あ り， 社会 に対す る責任 が 違 うの で あ る 。 しか し， 仏教徒 と して の
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人 々 へ の 救済 と利益 す る目的 は ， 同 じで あ る は ず と考 え る
。

モ ン ゴ ル 仏教

の 活仏や 高僧 に は ， モ ン ゴ ル 仏教の 僧侶 と民衆 に 「幹一 行 ， 愛
一

行， 専
一

行」 が要求 され る 。
つ ま り， 仏教 の 僧侶 は

， 仏弟子 として釈尊の 教え を正 し

く民衆 に伝え る責務 が ある
。 日々 の 「朝課」 に 心 を込 め て読誦 しな けれ ばな

らな い の は
，

こ の
一 点に あ る 。 僧侶の責務 は ， 菩提道 に よ る 人生 の 修 行 に あ

る 。 だ か らt 僧侶 は
， 釈尊の 教 えに あ る 「慈 悲喜捨」 の 菩薩行 を も っ て 社会

に 貢献 し
， 檀家 た ち に報恩感謝 し，檀家の 善 き願 い を満足 させ なけれ ばな ら

な い
。 僧侶の 役割を活 か して ，

一
般仏教徒 と共 に 力を合わせ て ， 世界平和 と

解脱 の た め に 尽 力 す る よ うに実践 し貢献 し な けれ ば な らな い と考え られ て い

る。
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